
「布田保之助坐像」は、熊本博物館と通潤橋
史料館に各１点がある７。２体とも羽織袴姿で
座し、首をやや右斜め前に傾け、右手に筆、左
手に紙を持つ。熊本博物館の坐像は、筆が失わ
れている。布田保之助の姿を伝えるものとして
は、同じ姿の肖像画も存在する８。本像は、布
田保之助個人を対象とした顕彰のタイミングに
合わせ、明治期から昭和初期頃までの間に制作
されたものと考えられる。
「藩公渡り初めの草履」は、細川家藩主の見

学に際して使用されたものと伝わる。第４章第
２節で記した通り、通潤橋完成後、若殿様の慶

図7-4-3　藩公渡り初めの草履
（熊本市立熊本博物館所蔵）

図7-4-4　通潤橋支保工模型（熊本市立熊本博物館所蔵）

図7-4-5　布田保之助坐像（左：熊本市立熊本博物館所蔵、右：通潤橋史料館所蔵）
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順（のち韶邦）、澄之助（のち護久）、寛五郎（のち護明、その後津軽承烈）の３名のほか、護美も見学
したと考えられるが、この当時の藩主斉護については、現時点では確認できていない。なお、藩主を相
続するのは韶邦（万延元年（1860））のみであるが、これをもって「藩公」という名称が付された可能
性があるかについても判然としない。

５．小括
通潤橋に関連する豊富な資料が伝来している。特に、古文書史料の「通潤橋仕法書」・「南手新井手記

録」は、２点を総合的に検討することで、通潤橋の建造に係る歴史のほか、設計や各種技術導入の過程
を詳細に窺い知ることができ重要である。また、支保工の模型などに加え、布田保之助の顕彰に合わせ
制作されたと考えられる坐像や細川家ゆかりの品など、多くの関連資料群が残されていると評価でき 
る９。
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